
別記様式第 4号 

会 議 等 結 果 報 告 書 

会議区分 会 議 ・ 打合せ ・ 協 議 
文書番号 １８０８ 

決裁期日 平成２２年 ３月２９日 

名 称 平成２１年度 第２回景観づくり推進会議 

日 時 平成２２年 ３月２９日 午前９時～午後１１時３０分 

場 所 役場 2 階審議室 

出席者 

濱本幹郎、中瀬実、加藤祐一、津幡 昭、松下 力、對馬勝義、小野寿樹、

金子益三、黄田稔、（委員９名参加） 

町～北向建設水道課長、松本技術審査担当課長、佐藤主査 

内 容 

 （進行・・・事務局 佐藤） 

○ 北向建設水道課長 挨拶 

○ 濱本会長 挨拶 

■かみふらの景観づくり基本計画（案）について協議した。 

  上富良野町の景観についての経過、及び今後の予定説明 

  美しい町を、誰からも愛されるまちづくりを 

１．景観計画対象区域を上富良野町全域とする。 

２．届出の規模（高さ・面積）について 

３．景観形成の基準（高さ・色）について 

上記、１から３について全員の了解を得た。（景観計画案了承） 

 

委員からの意見 

（加藤）どこを見せるか、どこから見るか、ベストな視点場を 

（中瀬）今後、地デジの鉄塔などが建設される。 

（濱本）名古屋市の事例紹介 

（黄田）２階建てでも 10ｍを超える住宅はある。 

    防犯上、高い塀は良くない。 

（加藤）色、道路標識が問題。 

（津幡）郊外において鮮やかな色のほうが絵になる。 

（北向）景観を保護。 

（金子）外から来られるものは、ケースバイケースで決めるとどうか。 

（小野）占冠の街並みをワインレットに統一したのは良い。 

    また、美瑛の市街地の美瑛軟石を使ったのも良い。川越も 

（加藤）国道の看板。 

（松下）駅前開発はどうなのか。 

（金子）上富良野は夏と冬のギャップがひどい。 

    ビューポイントの除雪の問題（八景のうち４箇所は行けない） 

 



内 容 

（加藤）冬場を見せる場合、場所を絞ってはどうか。 

（北向）除雪は誘導を見越したものでなければならない。 

（松下）見晴台をビューポイントにしてはどうか。 

（加藤）見晴台の周辺の歩道修理、バリアフリー化、見晴台改良工事、 

    深山峠駐車場周辺の一体的な整備、深山峠そばや前の防護柵の整

備等を開発に要望している。 

（濱本）歩道設置を長谷川宅前から深山峠までの計画がある。（道路の西

側） 

（加藤）西側でなく東側ではないか。 

（金子）郷土館は観光マップから外した。管理人は常駐していないので。 

東４線道路も景観重要路線に。 

（北向）倍本道路は外し、北 19 号道路を延ばしてはどうか。 

（津幡）西 8 線道路と西４線南道路と金子道路を景観重要路線に 

    景観計画(案)ｐの文章に丘が素晴らしいことを強調してほしい 

（黄田）雑木林が切られているのが目立つ。 

（濱本）出前講座を開催していただきたい。 

（加藤）我々は、農業者の景観を横取りしている。 

ゴミを捨てていくものが多い。病原菌等の問題。 

（中瀬）ジェットコースターの路において両側に駐車されるのは危険。 

（加藤）ジェットコースターの路の視点場整備。 

（津幡）美瑛ではパトロールが行われている。 

（松下）ｐ42 においてフラワーマスター制度の設置を利用（活用）に 

（金子）全地域を網掛けはよろしい。 

（小野）規制は必要、農業に邪魔にならないようにしなければならない。 

    ゴミ問題、行政指導力を御願いしたい。 

（津幡）丘をつくろう会を立ち上げようとしたことがあり、農家に御願い

して 1 本の木を植えてはどうか。 

（加藤）観光客は広大な自然を見に来る。作られた観光地を目指している

のではない。今あるいい素材をいいところから見せる、活用する。 

    どう実施していくのか、スタートするのか。 

（黄田）建設業協会で湯布院を視察した。町全体で盛り上がっている。 

（津幡）素晴らしい景観には観光客が集まってくる。駐車場など整備必要 

    ゴミ処理はボランティアが必要。 

（加藤）国の事業で観光施設における有料化が試験的に行われる。 

（中瀬）耕作放棄地は農業委員会でも問題であり景観推進会議と併せて取

り組んでいく必要がある。 

（濱本）先日、九州旅行をしたが黒川温泉などまちづくりに力を入れてい

る。我が町も素晴らしい景観があり共有の財産である。 

（北向）今回、次へのステップとして意見を頂きました。平成 22 年は２

回開催し任期まで「景観計画」を決めたい。 

 終了 

 


